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　12　　Glioma再発例における検討
　　　一CT上での腫瘍増大率を中心として一
（脳外科）○和田　淳，斉藤文男
　再発悪性Gliomaを対象にして，コンピューター
画像計測により，腫瘍増大の経時的な変化を曲線と
して求め，腫瘍再発の様式，及び理論式の近似によ
るdoubling　timeの算出を試みた。
　方法は，CTフイルムをスキャナーによりコンピ
ュー ^ー上に画像データとして読み込み，腫瘍体積
を画像計測により求め，経時的にグラフ上にプロッ
トしていく事により曲線を描いた。
　この結果，腫瘍増大曲線は，指数関数のカーブを
描き，腫瘍が急速に：増大するまでの緩徐な発育を示
す期間が存在した。これは，術後集学的治療の効果
判定のおおよその指標になると考えられる。また，
増大曲線に理論式を近似させ，これよりdoubling
timeを求めると，　BrdU　labeling　indexより算
出したgrowth　fractionとの間に相関を認めた。
growth　fractionは，腫瘍が急速に増大するまでの
期間とも相関が見られ，これより再発時期の予想が
可能なことが示唆された。
　13　　脳腫瘍におけるMRI（Gd－DTPA）
　　　　造影効果とenhancement　CTとの比較検討
（霞ケ浦病院・脳外科）○朱漏精宏，福島　力，
　　　　　　　富木　治，池田裕介，伊東良則
（麻酔科）　　　松波紀行
【対象】meningioma　2例，　neur　inoma　3例，
glioma　3例での，　CTおよびMRI像（特に造影
所見）を比較検討した。MRI使用機種は島津三二
1．5Tであり，造影剤は，　Gd－DTPA（0．1㎜01／
kg）を静注した。
【結果および考察】MRI（Gd－DTPA）造影では，
全例増強効果を認めており特にneurinomaがCTと
比し有用であった。
　機序として，CT，　MRIともに血液脳関門の破壊
による血管外露出度によるものと，血管床の多寡に
影響すると考えられ特にMRIでは血流速に関係しやす
いことが特徴と言われる。有効性に関しても，MRIで
は解像度が優れ，骨からのartifactがなく造影剤Gd
－DTPA自体の増強効果が優れている点で有用であっ
た。また，組織分解能でも解剖学的位置関係や腫瘍組
織の浸潤度を把握しやすく有用であると考えられた。
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